
鳥取大学研究推進機構
未利用生物資源活用研究センター

未利用・廃棄海藻成分に着目し、研究を展開している。

食用（約60 種類）
雑海藻
(廃棄の対象）

海藻（緑藻、褐藻、紅藻）：日本には約 1500 種類が生育している。

・ 免疫力を高める
・ 胃の健康を保つ
・ 髪の健康を保つ
・ 糖尿病の予防など

・健康に関与する有用物質が多く
見つかってきている。

オキツノリ

コンブ ジュズモ

ピリヒバ

・藻類バイオマスとしての利用価値が
見出されつつある。

利用(64種)

ワカメ、コンブ
ヒジキ、モズク等

未利用(1436種)

食べられない、
美味しくない

4%

参考：三宅英雄,大型海藻からの希少糖およびマリンポリ
フェノールの生産,三重大学大学院生物資源学研究科

未利用・低利用資源のアップサイクリング

クロメ (褐藻)

有用な効果が見つかれば健康食品成分として期待できる

廃棄される非可食部を用いて効果を検証

食用可能な部位は一部分で、大部分は廃棄される

アカモク（褐藻）

一部の地域 (島根県、大分県)では食用だが全国的な
流通はしていない

有用多糖であるフコイダン、
アルギン酸を含み、近年健康食品として注目されている

クロメとアカモク (非可食部)

鳥取県沖で自生しているクロメ

2023年4月より販売

脂質吸収阻害効果を示した

「ゴミ・未利用」を「有用資源」へ！

糖質吸収阻害効果を示した

糖質吸収阻害（グルコシダーゼ活性阻害）

4-Nitrophenyl α-D-glucopyranoside

α− グルコシダーゼ

D-glucose p-nitrophenol (405 nm を吸収）

クロメ抽出物添加濃度
(μg/ml)

（食後過血糖
改善剤）

異なるフコイダンによるインスリンの線維形成抑制

フコイダン添加によりモデル蛋白質、インスリンの線維形成時間の遅延に成功
した。特にアカモクフコイダンが顕著な阻害効果を示した。

蛋白質の線維形成（異常凝集状態）

アミロイドーシス

• アルツハイマー病
• パーキンソン病
• Ⅱ型糖尿病

アミロイド線維の原子間力顕微鏡写真

96%

脂質吸収阻害（リパーゼ活性阻害）

クロメ水抽出物の生理活性

添加クロメ抽出物濃度（mg /kg・ラット）

特許第7036395 号
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IC50=55.0 µg/mL

クロメ抽出物添加濃度

4MUOはリパーゼにより加水分解され蛍光物質に変換される

IC50 ：1.02 µg/mL



■各種生理活性・安全性評価用
（マウス・細胞）

■各種生理活性評価受託事業
   （ベンチャー創業）
■２４時間モニタリングシステム
■ハイスループットスク リーニング装置

カニの妖精
マリンナノちゃん

都市エリア産官学連携促進事業 by 文科省 2006～2008年度 （総額3億円）
染色体工学技術等による生活習慣病予防食品評価システムの構築と食品等の開発

提案事業

■生活習慣病予防を目的とした
機能性食品   （トクホ含む）

■水産物由来の機能性
    食品素材（キチン・キトサン、コラーゲン、
フコイダン、ゲルマタン、硫酸）

■動物用医薬品、試薬、化粧品

生活習慣病予防のための
機能性食品及び素材の商品化

食品・医薬品等
評価システムの商品化

豊かな水産物資源、
独自のバイオ技術
を保有し研究開発
ポテンシャルを有
するエリア

対象エリア

（１）ヒト人工染色体ベクター等の活用による水産バイオマス
からの生活習慣病予防商品の開発

（２）ヒト人工染色体ベクターを中心とした生活習慣病予防
バイオマーカーの開発と応用 －世界に先駆けたヒト
試験類似の生理活性・安全性の評価システム－

（３）生活習慣病予防に“効いて喜ぶ”次世代評価システム
等の開発

事業課題

米子・境港エリア

事業目標

◆
生
活
習
慣
病
予
防
に
よ
る
健
康
増
進

◆
新
産
業
創
出
と
地
域
経
済
の
活
性
化

商品化

地方創生に資する未利用生物資源の活用研究

未利用生物資源の活用とは？
⇒魚介類の廃棄部位や食に適さない海藻類を
『資源』として捉え『新産業』を創出！

・鳥取県令和新時代創生戦略「とっとり創生による持続可能な地域社会の実現」
・県内水産業者からは閑散期に採集できる水産物を、食品企業からは鳥取発の
オリジナル商品開発の要望 etc

地域・産業界等からのニーズ・必要性、SDGs の達成

ミル
カジメ

廃棄魚介類

処分にコストがかかる・・・

きのこ栽培

廃菌床
一部は堆肥化、ほとんど廃棄、
コストかさむ

未利用海藻
今まで見向きもされてこなかった・・・

船のスクリューに絡まる！

カニ殻
大量廃棄、コストかかる。
キチンナノファイバー原料とし
ての用途

廃棄物や利用されなかった物⇒活用できる物に変える研究

鳥取県内の漁業従事者、きのこ栽培農家にとって長年の悩みの種

健康食品、ナノゼリー
(富士バイオ)

マリンナノファイバー
ジェルとクリーム

（マリンナノファイバー）

素肌しずくうるおいミルク
（アサヒグループ食品）

キチンナノファイバー塗布

肉芽の増生

創傷の治癒 臨床例

0日目

9日目

注射痕にできた
皮膚潰瘍

（獣医師コメント）
「経験的に治療期間が
およそ半分で済みます」

鳥取大学発ベンチャー
㈱マリンナノファイバー
  （２016年５月設立）

鳥取大学で開発した新素材
「キチンナノファイバー」
機能性原料として製造販売

2023年1月
星光PMC（株）の子会社に

製品化の実例

カニ殻の活用策

カニ殻から新素材を開発

キチンナノファイバー

幅が10ナノの極細繊維

ジェル状の分散液、
加工しやすい！

鳥取県における未利用資源活用の産学官連携プロジェクトの嚆矢

今後の展開（社会実装に向けて）

スキンケア機能性食品認知症予防

未利用
陸上植物 海藻抽出成分

鳥取大学

県内企業 県外企業（共同研究開発）

協力体制（鳥取県内の資源を用いるため）

・鳥取県漁業協同組合（海藻の調達、将来的な養殖場の確保）

・鳥取県栽培漁業センター（海藻の調査、種苗生産技術確立）

魚介類廃棄物

農薬

・鳥取県産業技術センター（機能性食品に関する情報共有）

地域活性化のために県内企業と業務提携

目元プレミアムマスク
オーアンジェ(dinos)

傷口消毒剤
（5 Hz）

未利用生物資源

・キチン、キトサン、コラー
ゲン、フ コイダンに関す
る独自の 技術シーズ
・全国有数の漁獲量
  を誇る境港

・染色体工学技術開
発の拠点地域
（鳥取大学）

■研究参画機関：㈱海産物のきむらや、
(有)カンダ技工、キリンビール㈱、 

(有)chromocenter、甲陽ケミカル㈱                      

鳥取大学（医・農・工・地域）
鳥取県産業技術センター
■研究内容

交流事業

Ⅰ ヒト人工染色体ベクターを中心とした
バイオマーカーの構築
（機能性成分・食品の評価技術の開発
－細胞・マウス・動物・ヒト－）

Ⅱ 水産バイオマス資源からの機能性
成分・食品製造技術の開発

科学技術コーディネーター
の配置
可能性調査の実施産学官
交流活動の拡充による事業化
ノウハウの確立
特許関連調査の実施による戦略的な
知的財産管理 等

連携

(財)鳥取バイオサイエンス振興会
食品開発と健康に関する研究会
鳥取県知的所有権センター 等

県内

他地域

中国地域バイオ産業推進協議会
バイオアクティブ岡山(岡山県)

食品機能開発研究会（広島県）
韓国・中国 等

研究成果の事業化・
商品化に向けた、
広範（エリア、業種）なマッチング活動

共同研究

未利用生物資源活用研究センター

機能物性評価部門 2023.4 設立！

未利用生物資源活用部門
課題の設定・解決、製品シーズの開発
ニーズに基づく研究開発
社会実装を念頭に置いた研究

機能評価・物性評価・構造決定
潜在的なニーズを掘り起こし、新たなシーズ提案

http://www003.upp.so-net.ne.jp/isohaku/0210ryokusou.html
http://www003.upp.so-net.ne.jp/isohaku/0230kassou.html
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